
銀雪の涙に金色の毒が滴る
企画書



①概要・コンセプト
※何を描きたいか

 短編小説企画第５弾。
 完結まで描く作品数を増やすことと普段書かな
い題材を描くことが目的の企画。

今回の題材は、「百合作品」



①-1百合とは何か、から始めた。

百合作品を描く上で、百合作品は全くの初心者のためまず「百合」に求められ
るものは何かを考察した。結論としておおまかに3つに絞って解釈した。

1.精神的な事柄を軸にした物語
百合に留まらず関係性がメインディッシュになる作品は、キャラの内面や日常

を描くことが主軸の物語となるし、そこに需要がある。

2.ふたりだけの空間。秘密性。あるいはインモラル感
一番の百合らしさはここにあると考えている。誰にも邪魔されたくない二人だ

けの空間。そのインモラル感。昔は禁断の恋的な側面もあったのではなかろうか。

3.画の綺麗さ
男も女も女性の綺麗な瞬間が見たい。それだけ。



①-2百合とは何か、から始めた。 余談

 友情も百合というものには個人的には懐疑的で、百合の本質は友情や恋愛感
情など想いの間で揺れ動く「名前のない感情」であると思ったからである。

 つまりは、友情でもなければ恋愛でもない。しかし、友情でもあり恋愛
感情でもあるという曖昧で定義づけてしまうのが野暮な親密さが百合の
本質と思っている。

 正直な話、百合を求めてる人たちも親密な関係を求めてる人は多くとも、軽い
友情を百合として求めている人は少ないだろう。

 友情も含まれるものが百合でも友情だけのものは個人的解釈として省いている。
 心の深いところで触れ合いたくなる、それが百合なのだ。



①概要・コンセプト
※何を描きたいか

ここまでを踏まえて。
「百合作品」への挑戦
 完結まで描く作品数を増やすことと、
普段書かない題材を描くことが目的

「名前のない感情」の探求
 単なる友情や恋愛という既存の枠組み
ではなく、その間にある曖昧で、しか
し強固な「定義するのが野暮な親密
さ」を描く

インモラルさと純愛の融合
 「ふたりだけの空間」「秘密の共有」に不
可欠なスパイスとして、背徳的な設定（儀
式・搾乳）を配置し、そこから生まれる究
極の献身性を描き出す。



③作品イメージ
※どのような作品にしたいか
 ジャンル: 百合 / 現代ファンタジー
 構成
 本筋はシリアスだが、基本はショートショート形式（全15話前後想定）で進め、重くな

りすぎないコメディテイストや日常の尊さを挟む。
 テーマ
 「死の肯定」と「生の執着」の対比。閉じた世界で死んだように生きる少女（宵乃）が、

生きたいと願う少女（陽耀）と触れ合い、呪縛から解き放たれる物語。
 モチーフ「白雪姫」の反転。
 白雪姫と称されている宵乃が、毒（と思われているもの）を愛する人が飲み干し、その

迷信を打ち破ることによって宵乃の人生が開けるというもの。
 フェティシズム
 低身⾧巨乳×低身⾧巨乳。単純にそういうのが見たいという性癖的問題。体内の薬にも

なる蜜を宿す一族の少女。その蜜が出るのは乳房からであり、それがインモラルさを誘
う。それが秘密の共有にもなる。



④世界観イメージ ※どのような世界か
 現代ファンタジー
 身体から薬（滋養強壮）にもなる蜜が出る一族の少女。場所は乳房から。※母乳ではない
 蜜は「女性が飲むと毒と化す」と信じられているが、これは男性たちが広めた迷信である。

 閉鎖的な因習「銀狼会」
 地域と密接に繋がった町内会的な集まりだが、宗教的な側面も持つ。
 一族の少女を「銀雪巫女」として崇める一方で、システムとしてその身体（蜜）を搾取してい

る。
 「家族は味方だが、システムには抗わない」 宵乃の家族は儀式に反対しているが、宵乃

自身が「自分がやらねば地域が崩壊する」と責任を負ってしまっている状況。これにより彼女
の「気高さ」を強調される。

 季節と舞台
 物語は秋から冬（正月）にかけて展開のイメージ。新年を祈願するという発想から儀式は新年

迎える前から迎えた後がちょうどいい。学校内での聖域は「保健室」。医療行為（蜜の処理）
という名目のもと、カーテンの中で秘密を共有するかも?



⑤あらすじ（本筋部分のみ）
 銀に見える白い髪の少女・白狼森宵乃は、閉鎖的な一族「銀狼会」の巫女とし
て生きる運命を受け入れ、その境遇を「棺」と呼んでいた。彼女は体内に宿す
「薬蜜」を処理するため、密かに搾乳機を使用していたが、その場面を体調を
理由に欠席を繰り返していた麦琥珀陽耀に目撃される。

 金色の髪を持つ陽耀は、病弱な過去から「今を後悔しない」と奔放に生きる少
女。彼女は宵乃の「秘密」を知っても穢れ扱いせず、よく話しかけるようにな
り交流を深める。周囲からの「（体質と男子からの評判により）淫ら」という
心ない噂や視線に晒される宵乃にとって、陽耀の存在だけが唯一の救いとなっ
ていく。

 冬が深まり、正月に行われる「祈願祭（儀式）」が近づくにつれ、宵乃は「棺
（＝一族で一生を終える覚悟）」に入る覚悟を固める。しかし儀式の翌日、持
病が悪化した陽耀は「あなたの毒で死にたい」と懇願し、毒と信じられていた
蜜を煽る。

 宵乃は愛する人を殺す覚悟で蜜を与えるが、陽耀は死ぬどころか回復する。
「毒」は男たちの嘘（迷信）だったことが証明され、宵乃の閉ざされていた未
来への想いが崩れ去る。雪解けの季節、二人は「棺」を捨て、手を取り合って
自分たちのために生きる未来へと歩き出す。



⑥主要キャラの概要 ※ざっくり
 白狼森宵乃【しらおいのもりよいの】
閉鎖的な一族の巫女。銀雪を思わせる白髪を持ち、蜜を体内に宿している。儚げだが内に

強い芯を秘め、一族の責任を一身に背負う自己犠牲の精神を持つ。
一族の居場所を死に場所に決めて「棺」のようであると認識し、死んだように生きること

を受け入れている。
「嫌なら拒否してもいい」と言われても、地域のために逃げない気高さがある。彼女の纏

う優しさは心の強さ故である。「触れがたい聖性」が、逆に周囲の背徳的な想像を掻き立て
ている。陽耀との出会いが今の立ち位置と向き合うきっかけとなる。

 麦琥珀陽耀【むぎこはくよよ】
活発、奔放なお嬢様。病弱だった過去から今を後悔しない生き方を貫く。不思議ちゃんに

見えるが、実は誰よりも鋭く本質を見ている。病弱だった過去から「生きること」に貪欲。
宵乃の秘密を知り、その孤独と諦めに心を動かされる。宵乃の強さに触れ、共にいること

に幸福を感じていく。彼女が生を諦めて蜜を求めたことが「毒の迷信」という呪縛を打ち破
るきっかけとなり、奇しくも宵乃を「棺」から連れ出す結果となった。
宵乃の「棺」をこじ開ける（ある種の）王子様役。蜜（毒）を飲む行為は、もちろん性的

な欲望ではなく、命がけの愛の証明として描かれる。



⑦主要設定の詳細
 銀狼会
数百年の歴史を持つ集まり。宗教的な一面も持つが、実体としては地域と密接に繋がった町内会としての
側面の方が強い。地域の行事や困りごと解決などを担っている。銀雪巫女の蜜を崇め、その血筋を存続さ
せてきた。

 儀式(祈願祭)

人々の健康を願う神聖な儀式。内容は銀雪巫女が体内に宿す蜜を代表者の男性7名に振舞うものである。
その蜜を飲んだものとその関係者たちは健康でいられるというもの。儀式としての神聖さを強調して描か
れ、直接的な性的虐待としては描かれない。裏ではこの儀式を取りやめるかどうかの議論が内々で行われ
ている。そして宵乃を最後に蜂蜜で代用と言う形で行われることになる。

 銀雪巫女
由来はその銀にも見えるほど白い髪から。「銀雪の少女」とも呼ばれることもある。彼女らの血筋は全員
【体内に薬にもなる蜜】を宿している。ゆえに彼女らは銀狼会にとってなくてはならない存在として、そ
の血筋を絶やさないために婿を招いて一族の存続を維持している。

 雪解けの蜜（薬蜜）
その蜜は銀雪の少女に宿る蜜。言ってしまえば滋養強壮の効果がある蜜。その謎は現代においても明かす
ことは叶わず、髪の色と関わりがあるのかすら謎なままである。「女性が飲むと毒」と言われているが、
それは代表者に女性を入れたくない銀狼会の誰かが広めた迷信である。身体の調子によっては搾らないと
いけないため、宵乃は搾乳機を隠し持っているがそれがこの話のはじまりでもある。



⑧魅せたいものなど
(趣味なのでその通りになるかは別)

※セールスポイント・仮想ターゲット層など
 「愛＝毒」の究極の献身劇
 愛する人を殺す覚悟で蜜を渡す宵乃と、愛する人の毒で死ぬことを望む陽耀。互いの命

を天秤にかけた極限の愛。

 インモラルな設定が生む「純愛」
 設定自体は背徳的（未成年・儀式・搾乳）だが、それらは全て二人の関係を「唯一無二

の運命共同体」にするための装置。直接的なエロティシズムよりも「世界から疎外され
た二人の秘密の共有」という湿度と体温の描写に重きを置く。

 視覚とテーマの調和
 「銀雪（死/静寂）」と「金色（生/光）」の美しいコントラスト。冬の儀式から春の雪

解けへ向かう、季節感とリンクした感情の解放。


